
＊  表２－12　金ヶ崎牧場クリーニング茅場のススキ植生(2000.11.7)              
        　　 　　        
                        調査方法：20ｍラインインターセクション３反復                
  株数�  株の平均径�     基部被度      平均草丈�               チップの破砕長cm 
   　            cm  　         ％�          cm            ススキ� 　野草�  木本� 
  12.7          37.0           23.5          269.0           23.1         19.4       75.0 
                        主な野草：ﾖﾓｷﾞ　主な木本類：ﾉｲﾊﾞﾗ､ｳﾂｷﾞ､ﾀﾗﾉｷ  
  
  ＊破砕チップ長：ススキ・野草類20cm内外、木本類75cm。

　＊金ヶ崎牧場の総括：
　金ヶ崎牧場で大型トラクター＋シュレッダー体系による茅場クリーニングを行った成果は、
次のように要約される。クリーニングをした場所は、平坦地と傾斜面を含む元草地である。
ススキの草丈と株径がよく発達しているが、地上被度の四分の三強はヨモギを主とする野草であり、
ノイバラ等の木本類被度は2％弱であった。　
　就業拘束5時間、刈払実働4時間で処理した能率は、総面積1.35ha、拘束１時間当たりの処理面積
0.27ha/p.h.、刈払実働１時間当たり処理面積は0.34ha/p.hであった。飼料生産集団に支払った
委託経費は、拘束時間当たり5,000円/p.h 、処理面積当たりでは18,500円/p.haであった。        
  クリーニング作業の前後の写真が示すように、作業跡は均一に整備できた。

　②都南牧場（写真Ｃシリーズ）
［調査方法］
　＊実施時期：2000.11.22～24：延べ2.5日(20時間)　
  ＊作業場所：図２－３の1/25,000地形図に�で示す東西平均�８度の緩斜地。　　　　
  ＊植生概況：ススキ等草本類生育範囲70％、木本類生育範囲30％。
  ＊作業段取：岩手郡雫石町の粗飼料生産組織への作業委託。
　＊作業機種：刈払い：ﾄﾗｸﾀ(110PS)＋ｼｭﾚｯﾀﾞｰ(FERRI, ZL1.60m:50-80HPﾄﾗｸﾀ用)。
　　　　　　　実効作業幅：牽引するﾄﾗｸﾀとｼｭﾚｯﾀﾞｰの重なりがあるため約1.0m。
              喬木伐採・除去：ﾁｪﾝｿｰ＋ﾄﾗｸﾀ本機(40PS)。
　＊作業方法：刈払い：ｵﾍﾟ1:ﾄﾗｸﾀ上下走行、速度：3-4km/p.h.、予測能率：0.3-0.4ha/p.h. 
              喬木伐採・除去：助手1:ﾁｪﾝｿｰによる喬木伐採とﾄﾗｸﾀによる排除。  
  ［調査結果］
　＊実処理面積：1.85ha
  ＊就業時間数：拘束8時間×2.5日＝20時間
　＊処理能率ha：拘束1.85ha÷20時間＝0.09ha/p.h.
  ＊作業委託費：拘束時間当たり100,000円÷20時間＝5,000円/p.h.
                処理面積当たり 100,000円÷1.85ha＝54,000円/p.ha

      名称      　   単位        数量        単価円        金額円        20時間当たり円
  　　トラクタ 　    時間        1.2     　   1,600         1,920           38,400
　　　軽油     　     ㍑         8.2       　  46     　    380             7,900
　　　雑費     　     ㍑         2.5       　  66   　      165             3,300
　　　技術料    　    人         1.2    　    2,100 　      2,520           50,400 
      　計　                                 　       　                    100,000　  
  ＊破砕チップ長：金ヶ崎に同じ。
  ＊都南牧場の総括
　都南牧場の茅場は低木、喬木類の侵入が激しかったので、クリーニングには２工程を必要とした。
それは金ヶ崎牧場同様な大型トラクター＋シュレッダーによる草本・低木類の刈り払いと、
チェンソー＋中型トラクタによる喬木伐採と排除の２工程である。その成果は次のように要約される。
クリーニングした場所は、緩斜面の腐植に富む元草地である。ススキは草丈と株径をよく発達
させているが、部分的にはオニグルミ、ヤマウルシ、クマイチゴが地上部を広く占有している。　
　２工程の作業が必要であったため、処理能率が悪く、金ヶ崎の0.27ha/p.h.の三分の一に当たる
0.09ha/p.h.に止った。１時間当たりの作業委託費は金ヶ崎同様の5,000円であったが、ha当たりの
経費は54,000円で金ヶ崎のほぼ３倍に達した。        
  クリーニング作業の前後の写真が示すように、作業跡は均一に整備できた。


